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全
労
連

行
動
綱
領

「
希
望

に
輝
く
未
来

の
た
め

に
」

一
九

八
九

年

一

一
月

二

一
日

全
国
労
働
組
合
総
連
合

(全
労
連
)
は
、

一
九
八
九
年

=

月
二

一
日
、
働
く
も
の
の
熱

い
期
待
に
応
え
て
結
成
さ
れ
ま
し

た
。全

労
連
は
、
労
働
者

の
切
実
な
要
求
実
現
と
働
く
人
び
と
の

希

望
に
輝
く
未
来
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
労
働
者

・
国
民
と
と

も

に
そ
の
歴
史
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
最
大
の
目
的
と
し
、

行
動
し
ま
す
。

「、,,,,」
日
本
の
労
働
運
X
6

1
0
0
年
は
、
労
働
者

の
人
間
と

一
1

}

r
…
L
し
て
の
尊
厳
を
守
り
、
平
和
と
民
主
主
義
、
社
会
進
歩

を
求
め
る
き
び
し

い
た
た
か
い
の
歴
史
で
し
た
。

戦
前
、
日
本
の
労
働
者
と
労
働
組
合
は
、
諸
外
国
に
例
を
見

な

い
天
皇
制
軍
国
主
義

の
も
と
で
、
人
間
ら
し

い
生
活
を
求

め
、
侵
略
戦
争
に
反
対
す
る
た
た
か
い
を
続
け
ま
し
た
。
し
か

し
、
苛
酷
な
弾
圧
に
よ

っ
て
、
労
働
者
を
は
じ
め
す
べ
て
の
国

民
は
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
治
安
維
持
法

の

も
と
で
牢
獄
に
つ
な
が
れ
る
と
い
う
苦
難

の
道
に
立
た
さ
れ
ま

し
た
。
自
主
的
な
労
働
組
合
は
す
べ
て
つ
ぶ
さ
れ
、
権
力
に
迎

合
し
た
組
合
幹
部
は
、
労
働
組
合
を
労
資

一
体
で
侵
略
戦
争
に

協
力
す

る

「産
業
報
国
会
」
に
変
質
さ
せ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

戦
後
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
反
対
す
る
国
際
統

一
戦
線
の
勝
利
に

は
げ
ま
さ
れ
、
新
し

い
憲
法

の
も
と
で
日
本
の
労
働
組
合
は
嵐

の
よ
う
な
勢

い
で
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
飢
餓
か
ら

の

脱
出
や
民
主
化
闘
争
、
二

・
一
ゼ
ネ

ス
ト
な
ど
怒
涛
の
よ
う
な

た
た
か
い
を
展
開
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
占
領
軍
と

日
本

の
反
動
勢
力
は
、
官
公
労
働
者

の
労
働
基
本
権

の
剥
奪
、

松
川
事
件
な
ど
を
デ

ッ
チ
あ
げ
な
が
ら
の
大
が
か
り
な
首
切
り

::
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「
合
理
化
」
な
ど
、
た
た
か
う
労
働
者
と
労
働
組
合
に
徹
底
し

た
弾
圧
を
加
え
ま
し
た
。

一
部
の
労
働
組
合
幹
部
は
反
共
を
か

か
げ
て
労
働
組
合
を
分
裂
さ
せ
、

こ
の
弾
圧
に
協
力
し
ま
し

た
。労

働
者
と
労
働
組
合
は
こ
う
し
た
攻
撃
を
は
ね
の
け
て
、
朝

鮮

戦
争

と
米
軍
基
地
反
対
の
闘
争
、
原
水
爆
禁
止
運
動
、
春

闘
、
三
井
三
池
争
議
と
六
〇
年
安
保
闘
争
、
ベ
ト
ナ

ム
侵
略
反

対
と
沖
縄
返
還
闘
争
、
革
新
自
治
体
の
実
現
な
ど
、
働
く
も
の

の
生
活
向
上
と
権
利
の
確
立
、
平
和
と
民
主
主
義
を
め
ざ
し
て

た
た
か

い
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
七
三
年
か
ら

の
二
度
に
わ
た
る
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク

を
契
機
と
し
て
、
日
本
の
政
治

・
経
済
の
矛
盾
が

一
挙
に
噴
き

出
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
深
刻
な
危
機
と
受
け
と
め
た
政
府

・
財

界
は
、
矛
盾

の
解
決
策
と
し
て

「西
側

の

一
員
」
論

の
立
場
を

い

っ
そ
う
強
め
な
が
ら
、
「経
済
構
造
調
整
」
と
臨
調
行
革
を

軸
に
し
て
、
労
働
者

・
国
民
に
犠
牲
を
強
い
る
諸
政
策
を
推
し

進
め
ま
し
た
。
同
時
に
、
労
働
者

・
国
民
の
反
撃
を
恐
れ
、
こ

れ
を
封
じ
る
た
め
に
労
働
組
合
の
と
り
こ
み
、
変
質
と
労
働
戦

線

の
分
断
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
諸
政
策
を
支
持
し
、
協
力
す

る
労
働
組
合
が
中
心

に
な

っ
て
、
「全
的
統

一
」
と

い
い
な
が
ら
、
た
た
か
う
労
働

者
と
労
働
組
合
を
選
別
し
排
除
す
る
労
働

戦
線
の
再
編
成
を
お

こ
な

っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
そ
れ
を
断
固
と
し
て
拒
否

し
、
働
く
も

の
の
利

益
を
ま
も

っ
て
た
た
か
う
労
働
組
合
の
全
国
中
央
組
織
と
し
て

全
労
連
を
結
成
し
ま
し
た
。

「…
,,一
全
労
連
は
、
日
本
の
労
働
運
動
の
積
極
的
な
た
た
か

い

一
11

　

r
…
」

の
伝
統
を
ひ
き

つ
ぎ
、

い
っ
そ
う

切
実
さ
を
増
し
て
い

る
労
働
者

・
国
民
各
層

の
要
求
実
現
の
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま

す
。労

働
者
が
も

つ
唯

一
の
社
会
的
力
は
、

要
求
に
も
と
つ
い
て

団
結
し
、
統

一
し
て
た
た
か
う

「多
数
の
力
」
で
す
。

今
日
、
日
本

の
全
労
働
者
数
は
四
五
〇

〇
万
人
を
こ
え
、
労

働
組
合
に
組
織
さ
れ
た
労
働
者
も

一
二
〇

〇
万
人
余
と
社
会
的

に
は
最
大
の
勢
力
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い

「多
数
の
力
」
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
要
求
に
も
と
つ
く
大
き

な
団
結
と
統

一
を

つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

労
働
組
合
に
よ
る
反
共
主
義
や
労
資
協

調
路
線
、
あ
る
い
は
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特
定
政
党
の
支
持
や
排
除
は
、
労
働
者

の
団
結
と
労
働
戦
線

の

統

一
を
阻
害
し

「多
数

の
力
」
を
十
分
に
発
揮
す
る
う
え
で
重

大
な
障
害
に
な

っ
て
い
ま
す
。

い
ま
大
切
な
こ
と
は
、
思
想

・
信
条

の
違

い
を
こ
え
て
要
求

実
現
の
た
め
に
自
主
的

・
恒
常
的
に
団
結
す
る
組
織
と
し
て
生

ま
れ
た
と
い
う
労
働
組
合
の
原
点
に
立
ち
も
ど
る
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、
労
働
者

の
団
結
を
最
大
限
に
保
障
す
る

「資
本

か
ら
の
独
立
」
「
政
党
か
ら
の
独
立
」
「共
通
の
要
求

で
の
行
動

の
統

一
」
と
い
う
三

つ
の
原
則
を
堅
持
し
ま
す
。

こ
の
原
則
を
大
切
に
す
る
全
労
連
は
、
「
多
数

の
力
」
を
本

当

に
結
集
で
き
る
生
命
力
を
も
ち
、
日
本
の
労
働
戦
線
統

一
の

母
体
と
な
る
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
全
労
連
は
、
産
業
別

の
全
国
的
労
働
組
合

(産
業

別
全
国
組
合
)
と
地
域
的
に
労
働
組
合
を
結
集
し
た
都
道
府
県

単
位

の
地
方
組
織

(都
道
府
県
別
組
合
)
で
構
成
さ
れ
、
産
業

別

の
た
た
か

い
と
地
域

の
た
た
か
い
を
結
合
し
て
全
国
的
な
運

動
を
展
開
し
ま
す
。

「…
」

全
労
連
は
、
次

の
基
本
的
な
目
標
の
実
現
を
め
ざ
し
て

　
m

}

r
…
L
た
た
か
い
ま
す
。

1
、
私
た
ち
は
、
大
幅
賃
上
げ
、
全
国

一
律
最
低
賃
金
制

の
確

立
、
労
働
時
間
短
縮
、
「合
理
化
」
反
対
、
雇
用
保
障
、
働

く
女
性
の
地
位
向
上
、
I
L
O
条
約
な
ど
国
際
労
働
基
準

へ

の
到
達
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
者
の
切
実
な
要
求
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
。

2
、
私
た
ち
は
、
軍
拡

・
臨
調
行
革
路
線

に
反
対
し
、
社
会
保

障
制
度
の
拡
充
、
消
費
税
廃
止
、

コ
メ
農
畜
産
物

の
輸
入
自

由
化
反
対
、
農
林
漁
業

・
石
炭
産
業
な
ど
第

一
次
産
業
の
再

建
、
生
活
関
連
社
会
資
本

の
拡
充
な
ど
を
中
心
と
し
た
国
民

的
諸
要
求

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

3
、
私
た
ち
は
、
職
場
で
の
民
主
主
義

の
保
障
、
不
当
労
働
行

為
の
根
絶
、
労
働
者
と
労
働
組
合

の
団
結
権

・
団
体
交
渉

権

・
団
体
行
動
権
の
完
全
確
保
を
め
ざ
し
ま
す
。

4
、
私
た
ち
は
、
身
分

・
人
種

・
国
籍
な
ど
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る

差
別
の
撤
廃
と
、
男
女
平
等
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
人
び
と

の
基
本
的
人
権
の
保
障
を
め
ざ
し
ま
す
。

5
、
私
た
ち
は
、
結
社

の
自
由
お
よ
び
言
論

・
出
版
な
ど
表
現

の
自
由
を
ま
も
り
、
民
・王
教
育
の
確
立
、
豊
か
な
文
化

・
ス

ポ
ー
ツ
の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。
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6
、
私
た
ち
は
、
独
占
大
企
業
に
た
い
す
る
民
主
的
規
制
、
中

小
企
業
の
振
興
、
互
恵

・
平
等
の
通
商
、
経
済
民
主
主
義
の

確
立
と
、
国
民
本
位

の
税
制
、
民
主

・
効
率

・
公
正
な
行
財

政
、
地
方
自
治
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

7
、
私
た
ち
は
、
未
組
織
労
働
者

の
組
織
化
と
、
す
べ
て
の
労

働
者
と
労
働
組
合
を
結
集
し
た
労
働
戦
線
の
統

一
を
め
ざ
し

ま
す
。

8
、
私
た
ち
は
、
天
皇

「
元
首
化
」、
憲
法
改
悪
、
司
法

の
反

動
化
に
反
対
し
、
憲
法
の
民
主
的
条
項

の
擁
護
と
企
業

・
団

体
献
金
の
禁
止
な
ど
政
治
資
金
規
正
法

の
改
正
、

一
八
歳
選

挙
権
付
与
を
は
じ
め
と
す
る
民
主
的
な
選
挙
制
度

の
確
立
を

め
ざ
し
ま
す
。

9
、
私
た
ち
は
、
日
米
安
保
条
約
廃
棄
、
米
軍
基
地

の
撤
去
、

非
核
三
原
則
の
法
制
化
、
被
爆
者
援
護
法
の
制
定
を
め
ざ
し

ま
す
。

10
、
私
た
ち
は
、
国
民
本
位
の
政
治

・
経
済
と
、
非
核

・
非
同

盟

・
中
立

・
民
主

の
日
本
を
実
現
す
る
統

一
戦
線

の
樹
立
を

め
ざ
し
ま
す
。

11
、
私
た
ち
は
、
核
戦
争
阻
止
、
核
兵
器

の
廃
絶
、
す
べ
て
の

軍
事
同
盟
の
解
消
、
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
と
民
族
主
権

を
尊
重
し
た

「新
国
際
経
済
秩
序
」

の
確
立
、
地
球
環
境

の

保
全
を
め
ざ
し
ま
す
。

「--…
一
全
労
連
は
、
次
の
点
を
基
本
に
活

動
を
す
す
め
ま
す
。

一
V

一

r
J
」
1
、
私
た
ち
は
、
「
み
ん
な
で
決

め
て
、
み
ん
な

で
た

た
か
う
」
と
い
う
組
合
民
主
主
義

の
徹
底
を
は
か
り
、
組
合

員
が
全
労
連
の
活
動

の
す
べ
て
に
つ
い
て
自
由
に
意
見
が
表

明
で
き
る
こ
と
を
保
障
し
ま
す
。

2
、
私
た
ち
は
、
資
本

(企
業
)

・
政
府
、
政
党
か
ら

の
完
全

な
独
立
を
堅
持
し
ま
す
。

3
、
私
た
ち
は
、
特
定
の
政
党
を
支
持
も
排
除
も
せ
ず
、
組
合

員

の
思
想

・
信
条

の
自
由
と
政
党
支
持

・
政
治
活
動

の
自
由

を
保
障
し
ま
す
。
政
党
と
は
、

一
致
す

る
要
求

・
課
題
に
も

と
つ
い
て
協
力
し
、
共
同
行
動
を
推
進

し
ま
す
。

4
、
私
た
ち
は
、
企
業
内
労
働
組
合

の
弱
点

の
克
服
を
重
視

し
、
職
場
を
基
礎
に
し
た
産
業
別
統

一
闘
争
の
前
進
と
地
域

闘
争
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

5
、
私
た
ち
は
、
各
産
業
別
の
た
た
か

い
と
各
地
域
の
た
た
か

い
を
調
整
し
、
全
国
的
な
統

一
闘
争
を
組
織
し
ま
す
。
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6
、
私
た
ち
は
、
経
済
闘
争
と
政
治
闘
争
を
正
し
く
結
合
し
て

運
動
を
す
す
め
ま
す
。

7
、
私
た
ち
は
、
全
労
連
に
加
盟
し
て
い
な

い
労
働
組
合
と
の

友
好

・
連
帯
を
深
め
、
共
同
闘
争
の
前
進
を
は
か
り
ま
す
。

8
、
私
た
ち
は
、
未
組
織
労
働
者
を
含
め
て
す
べ
て
の
労
働
者

の
要
求
実
現
と
国
民
的
な
要
求
課
題
実
現
の
共
同
の
た
た
か

い
、
協
同
組
合
組
織
な
ど
と
の
友
好

・
連
帯
活
動
に
と
り
く

み
ま
す
。

9
、
私
た
ち
は
、
労
働
者

・
国
民
の
生
活
と
権
利
に
か
か
わ
る

制
度

・
政
策
課
題
の
実
現
に
む
け
て
政
府

・
経
営
者

・
経
済

団
体
な
ど
と
の
交
渉
を
重
視
し
ま
す
。

10
、
私
た
ち
は
、
自
主
的
な
立
場
か
ら

の
積
極
的
な
政
策
提
言

と
労
働
者
教
育
お
よ
び
労
働
者
福
祉

の
活
動
を
推
進
し
ま

す
。

11
、
私
た
ち
は
、
当
面
は
い
か
な
る
国
際
労
働
組
織
に
も
加
盟

せ
ず
、
「万
国

の
労
働
者
、
団
結
せ
よ
」

の
立
場
で
、
社
会

体
制
の
違

い
を
こ
え
て
世
界
の
労
働
者
と
の
国
際
連
帯
を
推

進
し
ま
す
。
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